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特集「仮想化時代のインターネットと運用技術」の
編集にあたって

武 藏 泰 雄†1

本特集号は「インターネットと運用技術研究会（IOT研究会）」が中心となって企画した

ものである．

近年，ハードウェア，ストレージ，プラットフォーム，アプリケーションの仮想化等，様々

な仮想化技術が発達し，リソースの効率化や柔軟な運用を行うことが可能となっている．こ

れらの仮想化技術はクラウドコンピューティングの基本要素となっており，事実上の情報イ

ンフラとしての地位を確立しつつあるといえる．しかし，このような仮想化技術を用いてシ

ステムを実現し，運用するためには，従来とは異なる管理・運用技術が要求されると考えら

れる．そこで本特集号では，仮想化時代のインターネットと運用技術に関する様々な研究論

文を一括掲載し，これにより本分野の研究の推進と発展に寄与することを目的として企画さ

れた．

本特集では，19編の論文が投稿された．これらの投稿論文を 22名からなる特集号編集委

員会により，通常の論文査読と同じメタレビュア方式で査読を行った．その結果，最終的に

7編の論文を採録することとなった．

本特集号は，2008年 4月に「分散システム/インターネット運用技術研究会（DSM研究

会）」と「高品質インターネット研究会（QAI研究会）」が合体して発足して，3回目の特集

号である．本特集号では，DSM研究会が 2000年より発行してきた特集号の考え方である

「システムの構築・運用・管理における様々な創意工夫を研究分野としてとらえ，その研究

活動の成果をまとめること」を受け継ぎ，研究分野を拡大した．複数の特集号の締切が接近

していたことが影響したせいか投稿論文数こそ少なかったが，投稿された論文の質が高く，

結果として十分な数の論文を採録するに至った．おおむね順調に発展しつつあると考えら
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れる．

本特集号では，これまで行ってきた指導的査読のスタイルを引き継ぎ，掲載論文が質の良

い論文となるように査読をできるだけ丁寧にすることを心がけた．来年度の特集号もこの方

針を継続したい．引き続き，来年度の特集号でも多くの投稿を得て，より良い査読体制への

ご協力をいただきつつ，この研究分野から質の良い論文が多く掲載されることを期待した

い．最後に，本特集をゲストエディタ制により企画する機会をいただいたことに感謝する．

また，本特集号に関心を寄せ，優れた論文を投稿していただいた著者の方々に感謝する．多

忙な時期に，編集作業を的確にサポートをしていただいた副編集長をはじめ，論文誌発行ま

でに多大なご協力をいただいた編集委員会委員各位，ご多忙の中，多数の論文を短時間で，

しかも指導的査読という時間と手間のかかる作業にご協力いただいた査読者各位，ならびに

多くの作業にご協力いただいた学会事務局に感謝する．
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